
「
子
ど
も
が
増
え
た

」

「地域共生都市」の格好のモデルに

湯浅誠・泉房穂
編著
光文社新書
税別円

　
「
火
付
け
て
こ
い
」
「
燃

や
し
て
し
ま
え
」
と
職
員
に

暴
言
を
吐
い
て
退
職
を
迫
ら

れ
、
一
躍
知
名
度
を
上
げ
た

市
長
が
い
る
。
泉
房
穂
・
元

兵
庫
県
明
石
市
長
で
あ
る
。

だ
が
、
明
石
市
に
活
力
を
生

み
出
し
た
の
も
同
じ
市
長
で

あ
る
。「
な
ぜ
、で
き
た
の
か
」

と
６
人
の
識
者
が
次
々
泉
さ

ん
に
問
い
か
け
、
施
策
を
掘

り
下
げ
た
の
が
本
書
だ
。

　
進
行
役
と
し
て
各
鼎
談
の

舵
を
取
っ
た
生
活
困
窮
者
支

援
の
プ
ロ
、湯
浅
誠
さ
ん
は
、

本
書
の
印
刷
直
前
に
起
き
た

暴
言
事
件
に
悩
む
。
冒
頭
で

「
人
は
多
面
的
な
存
在
。
事

件
で
政
策
を
否
定
す
る
の
は

フ
ェ
ア
で
は
な
い
」
と
胸
の

内
を
語
る
。
８
年
近
く
の
任

期
中
に
、
明
石
市
を
大
変
わ

り
さ
せ
た
の
は
確
か
な
こ
と

だ
か
ら
。

　
「
子
ど
も
を
大
切
に
」
と

い
う
公
約
を
軸
に
、
第
２
子

以
降
の
保
育
料
の
無
償
化
、

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
、

保
育
園
の
増
設
、
全
小
学
校

区
に
こ
ど
も
食
堂
設
置
な
ど

の
施
策
を
推
進
、
「
子
育
て

に
や
さ
し
い
ま
ち
」
と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
を
地
域
に
浸
透
さ

せ
た
。

　
そ
の
結
果
、
周
辺
か
ら
フ

ァ
ミ
リ
ー
層
の
転
入
が
相
次

ぐ
と
と
も
に
出
生
率
も
高
ま

り
、
人
口
と
個
人
市
民
税
が

増
え
た
。画
期
的
な
こ
と
だ
。

店
舗
へ
の
聴
覚
障
害
者
向
け

の
筆
談
ボ
ー
ド
や
ス
ロ
ー
プ

の
導
入
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー

効
果
も
大
き
く
、
商
店
街
に

賑
わ
い
を
も
た
ら
す
。
全
国

に
先
駆
け
て
認
知
症
診
断
費

用
の
無
償
化
に
も
乗
り
出

す
。

　
鼎
談
者
で
地
域
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
の
第
一
人
者
、
藻
谷
浩

介
さ
ん
に
「
度
肝
を
抜
か
れ

た
」
と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
の

乳
幼
児
増
加
率
の
高
さ
だ
。

元
厚
労
省
次
官
の
村
木
厚
子

さ
ん
、
東
京
都
三
鷹
市
長
の

清
原
慶
子
さ
ん
、
元
三
重
県

知
事
の
北
川
正
恭
さ
ん
な
ど

論
客
が
体
験
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
明
石
市
の
政
策
を
多
角

的
に
論
じ
合
う
。
な
か
な
か

巧
み
な
構
成
だ
。

　
な
か
で
も
、
地
域
お
こ
し

研
究
者
の
藤
山
浩
さ
ん
の

「
一
人
ひ
と
り
の
力
を
０
・

５
、
０
・
３
と
足
し
上
げ
て

仕
事
を
ま
た
い
で
補
い
合

う
」
と
す
る
考
え
方
に
説
得

力
が
あ
る
。
高
齢
者
で
も
０

・
３
な
ら
働
け
る
し
、
生
き

が
い
に
つ
な
が
る
。

　
人
口
減
、
少
子
高
齢
化
に

お
手
上
げ
の
自
治
体
に
と
っ

て
明
石
市
は
格
好
の
モ
デ
ル

と
な
る
。
高
齢
者
ケ
ア
の
目

標
だ
っ
た「
地
域
包
括
ケ
ア
」

が
「
地
域
共
生
社
会
」
へ
の

転
換
を
求
め
ら
れ
、
子
ど
も

や
障
害
者
、
貧
困
家
庭
な
ど

を
含
め
た「
丸
ご
と
」志
向
の

時
代
で
あ
る
。
そ
の
具
体
策

は
、
同
時
期
に
発
行
さ
れ
た

泉
さ
ん
の
著
書
「
子
ど
も
の

ま
ち
の
つ
く
り
方
」
に
詳
し

い
。
慶
応
大
学
の
井
手
英
策

教
授
が
７
人
目
の
共
鳴
者
と

し
て
登
場
。
本
書
と
合
わ
せ

て
読
む
と
理
解
が
深
ま
る
。


